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❶
基
本
施
策
と
市
政
運
営
に
つ

い
て
。
財
源
確
保
や
雇
用
の
創
出

に
自
ら
企
業
誘
致
を
行
う
営
業
力

が
、
市
長
に
託
さ
れ
た
使
命
で
あ

る
。
市
長
は
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に

務
め
よ
。

　

市
長　

経
営
基
盤
や
競
争
力
の

強
化
を
目
的
と
し
た
大
学
と
の
共

同
研
究
や
、
特
許
権
、
商
標
権
等

の
産
業
財
産
権
の
取
得
に
関
す
る

助
成
制
度
を
新
設
し
、
国
内
外
の

販
路
開
拓
の
施
策
も
計
画
す
る
。

企
業
誘
致
に
は
、
全
国
事
業
者
向

け
事
業
地
の
パ
ン
フ
作
成
や
発
送

を
行
い
、
本
市
の
立
地
特
性
や
交

通
利
便
性
を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル

し
て
誘
致
活
動
を
行
う
。

　

❷
平
成
25
年
度
予
算
編
成
に
つ

い
て
。
他
市
と
の
違
い
を
出
し
、

本
市
の
特
色
あ
る
予
算
化
を
。

　

市
長　

耐
震
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、

子
育
て
支
援
や
教
育
環
境
整
備
に

重
点
を
置
く
。
ま
た
、
橋
や
公
共

下
水
道
の
長
寿
命
化
計
画
な
ど
、未

来
を
見
据
え
た
社
会
資
本
を
整
備

す
る
予
算
編
成
と
し
た
。

　

❸
大
住
工
専
地
域
の
区
画
整
理

事
業
へ
の
本
格
支
援
に
つ
い
て
。

　

建
設
部
長　

組
合
法
人
に
よ
る

設
立
に
向
け
準
備
組
合
で
役
員
が

地
権
者
の
同
意
取

得
に
奔
走
。
鋭
意

努
力
さ
れ
て
い
る
。

市
も
整
備
事
業
計

画
案
の
庁
内
調
整

な
ど
事
務
を
進
め

て
い
る
。
今
ま
で

に
増
し
て
物
心
両

面
で
支
援
す
る
。

　

❹
主
要
駅
の
駅

周
辺
整
備
は
、
未

来
の
ふ
る
さ
と
京

田
辺
の
創
造
の
た

め
に
も
用
途
変
更

な
ど
見
直
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
期
と
考
え
る
が
。

　

建
設
部
長　

JR
同
志
社
前
駅
や

JR
大
住
駅
周
辺
地
域
は
、
補
完
的

な
機
能
を
備
え
た
生
活
サ
ー
ビ
ス

地
域
に
位
置
付
け
、
今
後
も
用
途

変
更
は
難
し
い
。

　

❺
近
鉄
新
田
辺
駅
東
側
か
ら
田

辺
高
校
間
の
道
路
整
備
状
況
の
進

捗
に
つ
い
て
。

　

建
設
部
長　

本
市
で
最
も
重
要

な
課
題
と
認
識
。
詳
細
設
計
も
で

き
、
歩
車
道
分
離
が
喫
緊
の
課

題
、
地
元
区
と
も
協
議
し
、
沿
道

の
地
権
者
の
ご
理
解
が
必
要
で
あ

り
、
25
年
度
に
は
用
地
の
立
会
い

等
行
い
、道
路
整
備
を
進
め
た
い
。

　

❶
現
在
推
進
中
の
第
３
次
総
合

計
画
は
、
平
成
27
年
度
を
最
終
の

メ
ド
と
し
て
い
る
。
計
画
当
初
と

今
日
で
は
、
同
志
社
大
学
文
系
学

部
移
転
、
新
名
神
高
速
道
路
の
凍

結
解
除
等
、
情
勢
は
非
常
に
変

わ
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で

第
３
次
総
合
計
画
の
見
直
し
、
終

了
後
の
新
た
な
事
業
計
画
に
つ
い

て
、
市
の
考
え
は
。

　

市
長　

第
３
次
総
合
計
画
は
23

年
に
実
施
し
た
進
捗
状
況
調
査

で
、
計
画
事
業
の
約
90
％
を
実
施

し
て
お
り
、
概
ね
順
調
に
進
ん
で

い
る
。
今
後
も
引
き
続
き
27
年
度

の
達
成
に
向
け
て
、
事
業
計
画
に

あ
げ
た
事
業
を
着
実
に
推
進
し
た

い
。
次
期
計
画
は
未
定
で
あ
る

が
、
昨
今
の
急
激
な
変
化
や
見
通

し
が
立
ち
に
く
い
状
況
も
あ
り
、

計
画
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
に

ど
う
い
っ
た
計
画
が
望
ま
し
い
の

か
、
検
討
し
て
進
め
た
い
。

　

❷
学
校
給
食
の
地
産
地
消
と

「
ま
る
ご
と
き
ょ
う
と
の
日
」の
取

り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

生
産
者
で
あ
る
地
元
JA
等
の
系
統

機
関
と
協
議
を
行
っ
て
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
が
、

市
の
考
え
は
。

　

教
育
部
長　

JA

及
び
市
農
政
部
局

と
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
協
議

を
行
っ
て
い
る
。

地
産
地
消
を
推
進

す
る
た
め
に
は
、

JA
の
供
給
ル
ー
ト

を
活
用
し
て
京
田

辺
市
産
や
山
城

産
、
京
都
府
内
産
を
優
先
的
に
使

用
す
る
な
ど
食
材
を
広
げ
て
「
ま

る
ご
と
き
ょ
う
と
の
日
」
に
取
り

組
み
た
い
。

　

❸
25
年
京
都
で
開
催
さ
れ
る
全

国
茶
品
評
会
で
、
市
の
特
産
品
で

あ
る
玉
露
を
日
本
一
に
奪
還
す
る

た
め
に
、
市
は
ど
の
よ
う
な
支
援

策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　

経
済
環
境
部
長　

25
年
の
全
国

茶
品
評
会
は
、
本
市
の
特
産
品
で

あ
る
玉
露
を
広
め
る
絶
好
の
機
会

と
考
え
て
い
る
。
出
品
農
家
に
は

府
茶
業
研
究
所
の
協
力
を
得
、
研

修
会
も
実
施
し
て
い
る
。
茶
摘
み

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
の
強
化
、

出
品
茶
奨
励
金
の
増
額
や
、
さ
ら

に
府
茶
業
研
究
所
等
の
支
援
を
受

け
て
玉
露
日
本
一
の
奪
還
を
目
指

し
た
い
。

　

❶
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
問
題
に
つ
い
て

市
長
、
農
業
委
員
会
は
政
府
に
交

渉
参
加
反
対
の
意
見
表
明
を
。

　

市
長　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
様
々
な
分

野
で
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が

想
定
さ
れ
る
重
要
な
課
題
で
あ

り
、
国
に
お
い
て
、
さ
ら
に
情
報

の
提
供
と
そ
れ
に
基
づ
く
国
内
議

論
を
尽
く
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
考
え
る
。

　

農
業
委
員
会
会
長　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
参
加
は
、
交
渉
内
容
が
不
透
明

で
あ
り
、
国
民
が
議
論
し
判
断
す

る
た
め
の
政
府
の
統
一
判
断
基
準

を
情
報
開
示
さ
れ
る
べ
き
。
全
国

農
業
会
議
所
及
び
京
都
府
農
業
会

議
と
連
携
し
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参

加
反
対
運
動
を
し
て
き
た
。
さ
ら

に
、
本
市
農
業
委
員
会
で
は
、
平

成
25
年
１
月
31
日
付
け
で
、
例
外

な
き
関
税
撤
廃
を
前
提
と
す
る
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
反
対
と
、
農

業
振
興
対
策
の
実
施
を
求
め
る
建

議
を
政
府
に
対
し
行
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

❷
市
長
は
「
脱

原
発
を
め
ざ
す
首

長
会
議
」
へ
の
参

加
を
。

　

市
長　

原
子
力

発
電
に
つ
い
て
は
、

「
国
策
と
し
て
、原

発
依
存
社
会
か
ら

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
転
換
を
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
言
う
認
識

は
変
っ
て
い
な
い
。
直
ち
に
、
原

発
ゼ
ロ
を
求
め
る
こ
と
は
現
実
的

で
は
な
く
、「
脱
原
発
を
目
指
す

首
長
会
議
」
へ
の
加
盟
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な

い
。

　

❸
市
民
の
年
間
所
得
が
減
り
続

け
る
中
、
市
民
の
暮
ら
し
の
実
態

や
市
が
で
き
る
支
援
策
に
つ
い

て
、
市
長
の
考
え
を
問
う
。

　

市
長　

市
民
の
暮
ら
し
の
実
態

は
、
依
然
と
し
て
厳
し
さ
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
市
民
生
活
の

向
上
に
向
け
た
声
を
、
国
や
府
に

対
し
積
極
的
に
発
信
し
た
い
。

　

❹
ア
都
市
計
画
税
率
、
イ
国
民

健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ
を
。

　

市
民
部
長　

ア
実
施
時
期
等
、

慎
重
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。
イ
国
保
財
政
は
き

わ
め
て
厳
し
い
現
状
で
あ
り
、
国

保
税
の
引
き
下
げ
は
困
難
で
あ
る
。

拡幅工事が予定されている新田辺草内線
（近鉄新田辺駅東側から田辺高校間）

　　　ハウス栽培されている野菜
　　　　　　　　　　　　（大住地区にて）

本市農業委員会が内閣総理大臣に送った
　TPP交渉への参加反対を求める建議書

問

地
産
地
消
の
推
進
方
策
は

問

道
路
整
備
の
進
捗
は

答

JA
と
市
農
政
部
局
で
協
議
中

答

沿
道
の
地
権
者
の
理
解
を

　
新
　
栄
　
会 

（ 

小 

林 

喜 

代 

司 

議
員
）

一
　
新
　
会
（
松 

村 

博 

司 

議
員
）

広
報
編
集
特
別
委
員
会

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
・
協
議
会 

京
都
府
福
知
山
市
議
会
行
政
視
察
来
庁 

共
産
党
会
派
研
修
（
〜
6
日
） 

幹
事
会             

議
員
研
修
会                

議
会
運
営
委
員
会
（
13
、
1８
日
）

第
１
回
定
例
会
〈
議
案
上
程
・
施
政
方
針
演
説
〉

京
都
府
京
丹
波
町
議
会
行
政
視
察
来
庁 

第
１
回
定
例
会
〈
代
表
質
問
〉 

第
１
回
定
例
会
〈
一
般
質
問
〉                       

第
１
回
定
例
会
〈
一
般
質
問
〉                           

第
１
回
定
例
会
〈
一
般
質
問
〉                          

総
務
常
任
委
員
会
・
協
議
会      

文
教
福
祉
常
任
委
員
会   

建
設
経
済
常
任
委
員
会
・
協
議
会  

予
算
特
別
委
員
会 

（
13
日
、
14
日
、
15
日
、
19
日
）  

議
会
運
営
委
員
会
（
25
日
）

第
１
回
定
例
会
〈
議
案
採
決
〉  

広
報
編
集
特
別
委
員
会                         

広
報
編
集
特
別
委
員
会
（
15
日
、
22
日
）

幹
事
会
（
1８
日
）

文
教
福
祉
常
任
委
員
協
議
会               

総
務
常
任
委
員
協
議
会

近
畿
市
議
会
議
長
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
主
な
も
の
）

【
２
月
】１

日
4
日

5
日

７
日

８
日

２０
日

２５
日

２７
日

【
３
月
】１

日
４
日

６
日

７
日

８
日

11
日

1２
日

２1
日

２７
日

【
４
月
】８

日
11
日

1８
日

２５
日

２６
日

議

会

日

誌

問 意見表明を
答 参加反対を表明

日本共産党京田辺市議会議員団（塩 貝 建 夫 議員）

近
鉄
新
田
辺

田
辺
高
校
間

TPP交渉
参加反対

本市農業
委 員 会

市長の施政方針をうけて
各会派が代表質問

市長の施政方針をうけて
各会派が代表質問


